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臨床検査　教育カリキュラム

腫瘍専門病院の臨床検査部として機能向上・質的向上を目指し、限られたスタッフが
機能的に業務にあたるための教育カリキュラムである。

本カリキュラムは癌研臨床検査スタッフとして必要とされる基本的な事項を中心に分野
ごとに作成した。
あくまでも初版であり、今後　実行し逐次評価を重ね、修正を加え充実した内容となるよう

検討を行なう予定。
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Ⅱ．達成評価チャート

微生物検査　教育カリキュラム
ＧＩＯ（一般目標）
・病原微生物の生物学的性状と検査法を学び、臨床的に重要な各種感染症の特徴について
理解する。

ＳＢＯ（行動目標）
１．ガスバーナーの火焔調整が適切にできる。（技能）
２．白金耳・白金線の持ち方および火焔滅菌の方法について述べる事ができる。（知識･技能）
３．試験管口を火焔で焼くことができる。（技能）
４．無菌的ピペット操作ができる。（技能）
５．無菌的に培地の作製ができる。（技能）
６．グラム染色および抗酸菌染色の手順（原理）を理解できる。（知識）
７．グラム染色および抗酸菌染色標本を観察し所見を判定することができる。（知識・技能）
８．グラム陽性菌とグラム陰性菌の差異について説明できる。（知識）
９．検査材料の採取方法と保存方法について説明できる。（知識）
１０．検査材料の外観から微生物の推測ができる。（知識）
１１．検査材料ごとの使用培地の選択が適切にできる。（知識）
１２．目的とする菌の培地選択が適切にできる。（知識）
１３．single colonyが出現するように分離培養を実施できる。（技能）
１４．材料別の培養方法（好気・微好気・嫌気培養）の組合せを述べることができる。（知識）
１５．尿の定量的培養法を適切に実施できる。（技能）
１６．検査材料の採取部位の常在菌叢を理解している。（知識）
１７．colony所見からグラム陽性菌・グラム陰性菌の鑑別ができる。（技能）
１８．colony所見から適切な同定方法を選択することができる。（技能）
１９．菌の性状を理解し同定することができる。（知識・技能）
２０．抗菌薬とその作用機序について述べることができる。（知識・態度）
２１．耐性菌とその薬剤耐性機序について説明できる。（知識・態度）

２２．菌種により適切な抗菌薬を選択して薬剤感受性試験を実施できる。（知識・技能）
２３．薬剤感受性試験の感性（S）、耐性（R）が的確に判定できる。（技能）
２４．PCR検査の原理を理解し基本的手技・操作ができる。（知識・技能）
２５．院内感染対策における手洗いの目的を述べ適切に実施することができる。（知識・技能）
２６．消毒薬の適正使用について述べることができる。（知識）

２７．スタンダード・プリコーションについて理解し述べることができる。（知識）
２８．各種感染症の病態を理解している。（知識）
血液検査　教育カリキュラム

ＧＩＯ（一般目標）
・血液検査に携わる技師としての必要な知識と技術を習得すると共に、医療における臨床検査の意義を理解し、生涯において実践と向上を意識する。

ＳＢＯ（行動目標）
１．正しい採血の手順を理解している。（知識）
２．保助看法に則った適切な採血部位と採血量を理解している。（知識）
３．検査データに影響を及ぼさない真空採血、シリンジ採血、耳朶採血を実施できる。（技能）
４．採血時における患者容態急変時の適切な初期対応ができる。（知識・技能）
５．感染事故回避などの危機管理ができる。（知識）
６．採血後の検体を検査データに影響を及ぼさないよう適正に処理できる。（知識・技能）
７．検査項目に則した各々の抗凝固剤を理解し、作用機序を説明できる。（知識）
８．試薬類の管理を正しく行なえる。（知識・技能）
９．検査データに影響を及ぼさない検体の取り扱い、保存ができる。（知識・技能）
１０．汚染、感染物質を正しく処理できる。（知識・技能）
１１．劇毒物を理解し、管理が正しく行なえる。（知識・技能）
１２．院内感染対策を理解し実施できる。（知識）
１３．血液検査の基準値を把握している。（知識）
１４．パニック値を見極め、臨床サイドに速やかに連絡できる。（知識）
１５．自動分析器の測定原理を理解し、正しい操作ができる。（知識・技能）
１６．自動分析器のトラブル発生時にはデータの遅配を最小限に留めるよう柔軟に即応できる。（知識・技能）
１７．自動分析器の保守点検やメンテナンスが正しく行なえる。（知識・技能）
１８．自動分析器からの情報を正しく解析でき、不適当な検体との見極めができる。（知識）
１９．時系列、前回値データを参考にデータの動きを追うことができる。（知識）
２０．計算盤法（血球目算）による赤血球、白血球、骨髄有核細胞、血小板、網状赤血球数の算定ができる。（技能）
２１．日本臨床検査技師会が勧告する血液塗抹標本を作成できる。（技能）
２２．メイグリュンワルド・ギムザ染色の染色液を適正に調整できる。（知識・技能）
２３．一般検査（血算）を実施でき、臨床的意義と検査結果を説明できる。（知識・技能）
２４．ＥＤＴＡ偽血小板減少と真性血小板減少の判別ができる。（知識）
２５．血液疾患を理解し、検査データを基に説明できる。（知識）
２６．末梢血血液細胞の同定と異型、異常細胞を判定できる。（知識・技能）
２７．骨髄細胞を同定でき、臨床診断との関連を理解し説明できる。（知識・技能）
２８．血液細胞と非血液細胞を判別できる。（知識・技能）
２９．FAB.新WHO分類を理解し、検査データを元に説明できる。（知識）
３０．特殊染色の原理と臨床的意義を理解し、手技を実施できる。（知識・技能）
３１．凝固系検査を実施でき、結果を解釈できる。（知識・技能）
３２．凝固系検査の臨床的意義と内因系、外因系凝固機序を説明できる。（知識）
３３．線溶系検査を実施でき、結果を解釈できる。（知識・技能）
３４．線溶系検査の臨床的意義と線溶機序を説明できる。（知識）
３５．出血時間を実施でき、臨床的意義と止血機構の機序を説明できる。（知識・技能）
３６．カンファレンスなどで他職種と意見交換ができる。（知識）
３７．必要に応じて文献検索を行える。（知識）
３８．外部研修学生を指導できる知識･技術を身につける。（知識・技能）
３９．診療報酬(検査点数)を大まかに理解し、経済性を考えることができる。（知識）
４０．血液検査に関する検査部外からのあらゆる問い合わせに対応できる。（知識）
　　　
　　
採血業務　教育カリキュラム
ＧＩＯ（一般目標）
・どのような状況の患者様からも、患者様が安心して正確かつ迅速に採血することができる技師を養成する。
ＳＢＯ（行動目標）
１．静脈血採血法

①静脈および静脈血流について解剖生理学的なことを十分に理解している。（知識）
②静脈穿刺適正部位を理解している。（知識）
③採血の基本手技(真空採血・シリンジ採血)をマスターしている。（知識・技能）
④適正な駆血帯の使用ができる。（知識・技能）
２．静脈血採血で発生するリスクについて

①本人の確認、採血管のラベルの確認を行うことができる。（技能・態度）
②適正穿刺血管を選択できる。（知識・技能）
③血管が出にくい場合の対処が的確迅速にできる。（知識・技能・態度）
④穿刺部位の消毒を適切に実施できる。（知識・技能）
　　⑤採血中、採血ができなくなった場合、その原因を理解し対応できる。（知識・技能・態

度）
⑥動脈を誤穿刺した場合の適切な対処ができる。（知識・技能・態度）
⑦採血時に“痛み”を訴えられる患者様の原因を理解し対応できる。（知識・技能・態度）
⑧採血時に予想される重篤な副作用を理解し的確な対処ができる。（知識・技能・態度）
⑨皮下出血に対する適切な対処法を理解している。（知識・技能・態度）
⑩採血後の痣について原因を的確に理解し対処できる。（知識・技能・態度）
⑪的確な止血法を理解し実施できる。(知識・技能・態度)
３．出血時間を的確に実施でき、検査結果を正しく解釈できる。(知識・技能・態度)
４．質の高い患者接遇を行うことができる。(知識・技能・態度)
ＬＳ（学習方略）
・マニュアルを作成する。
・患者接遇に関する講習会・研修会に積極的に参加する。
ＥＶ（評価）
・患者接遇に関しては自己評価以外に、投書箱等の対外的評価を改善基準として取り入れる。
・採血技術判定のチェックポイント表を作成し、評価する。
　　　・具体的行動目標について、自己・指導者　相互評価をおこなう。
一般検査　教育カリキュラム
ＧＩＯ（一般目標）
・一般検査における基本的な検査を迅速かつ正確に実施でき、結果を解釈できる。

ＳＢＯ（行動目標）
１．尿定性検査

①腎尿路系・泌尿器系の解剖・組織および生理的役割について説明できる。（知識）
②正しい採尿法について説明できる。（知識）
③尿検体の取り扱いについて理解し、自動分析装置で測定できる。（知識・技能）
④各検査項目（比重・ｐＨ・蛋白・糖・ビリルビン・ウロビリノーゲン・ケトン体・潜血・白血球・細菌）の測定原理および判定法を説明できる。（知識）
⑤尿定性成績（比重・ｐＨ・蛋白・糖・ビリルビン・ウロビリノーゲン・ケトン体・潜血・白血球・細菌）と臨床との関連性を説明できる。（知識）
⑥測定結果の確認法および修正法を説明できる。（知識）
⑦尿沈渣成績と定性成績によるチェック法を説明できる。（知識）
２．尿沈渣検査

①腎尿路系、泌尿器系の解剖・組織および生理的役割について説明できる。（知識）
②尿沈渣の作製法を理解し実施できる。（技能）
③顕微鏡の使い方および観察法を実施できる。（技能）
④尿沈渣の各種染色法を理解し実施できる。（技能）
⑤各尿沈渣成分の鑑別ができる。（知識・技能）
＊均一赤血球と変形赤血球の鑑別ができる。

＊好中球・リンパ球・単球・好酸球を鑑別できる。

＊扁平上皮細胞・移行上皮細胞・尿細管上皮細胞・卵円形脂肪体・細胞質内封入体細胞・核内封入体細胞・円柱上皮細胞・マクロファージなどの上皮細胞類を鑑別できる。

＊移行上皮癌細胞・扁平上皮癌細胞・腺癌細胞・小細胞癌細胞・悪性リンパ腫細胞・黄紋筋肉腫細胞などの悪性細胞を鑑別できる。

＊硝子円柱・上皮円柱・顆粒円柱・ろう様円柱・脂肪円柱・赤血球円柱・白血球円柱などの円柱類を鑑別できる。

＊細菌・真菌・原虫・寄生虫および寄生虫卵などを鑑別できる。

＊シュウ酸カルシウム結晶・尿酸結晶・リン酸アンモニウムマグネシウム結晶・尿酸アンモニウム結晶・炭酸カルシウム結晶などの通常結晶を鑑別できる。

＊リン酸塩・炭酸塩・尿酸塩などの通常塩類を鑑別できる。

＊ビリルビン結晶・チロシン結晶・コレステロール結晶・シスチン結晶・２,８ジヒドロキシアデニン結晶などの異常結晶を鑑別できる。

⑥尿沈渣成績と臨床との関連性を説明できる。（知識）
⑦尿沈渣成績の記載法を理解し実施できる。（知識）
３．髄液検査

①脳脊髄の解剖、組織および生理的役割について説明できる。（知識）
②髄液の採取法について理解できる。（知識）
③検体の取り扱い法について理解し実施できる。（技能）
④髄液細胞観察のための標本作製法を理解し実施できる。（技能）
⑤顕微鏡の使い方および観察法を実施できる。（技能）
⑥髄液に見られる有形成分の鑑別ができる。（知識・技能）
＊単核球（リンパ球･単球･組織球）と多核球（好中球･好酸球･好塩基球）の鑑別ができる。

＊扁平上皮癌細胞・腺癌細胞・白血病細胞・悪性リンパ腫細胞などの悪性細胞を鑑別できる。

＊細菌・真菌・寄生虫などを鑑別できる。

⑦髄液検査成績と臨床との関連性を説明できる。（知識）
４．便潜血検査

①消化器系の解剖・組織および生理的役割について説明できる。（知識）
②正しい採便法について説明できる。（知識）
③便検体の取り扱いについて理解し自動分析装置で測定できる。（技能）
④便潜血検査の測定原理および判定法を説明できる。（知識）
⑤便潜血検査成績と臨床との関連性を説明できる。（知識）
ＬＳ（学習方略）
・各検査別にマニュアルを作成する。

・各検査の標準化法を学習し、正しい知識を修得する。

・日本臨床衛生検査技師会および関連学会の主催する学会・研修会に参加する。

・日本医師会・日本臨床衛生検査技師会および企業等が主催するサーベイ・外部精度管理に参加する。

・院内のカンファレンス・ＣＰＣ等に参加する。
ＥＶ（評価）
・具体的行動目標について、自己・指導者　相互評価をおこなう。

生化学検査　教育カリキュラム

ＧＩＯ（一般目標）
・化学分野における基本的な検査を用手法又は自動分析装置を使用し、迅速かつ正確に測定でき、結果を解釈できる。

ＳＢＯ（行動目標）
１．検体取り扱い

①検査試料の取り扱い、検査成績に及ぼす変動因子を理解し、説明できる。（知識・態度）

②検査試料の採取方法と保存方法について適切な説明ができる。（知識・態度）

③基準値、基準範囲、パニック値の大要を説明でき、検査結果を解釈できる。（知識・態度）

④精度管理を正しく理解し、適確な方法を選択し実施できる。（知識）

２．用手法検査

①光度計の原理・操作を正しく理解し、操作できる。（知識・技能）

②光度計を使用し、検査試料の吸収曲線、反応曲線を適切に測定できる。（技能）

③ICG・KICGの肝機能検査が正しく実施でき、結果を解釈できる。（知識・技能）

④異常反応に遭遇した際、生化学検査を用手法で確認操作ができ、検証、追加実験を進んで実践できる。（知識・技能・態度）

３．自動分析装置

①汎用大型自動分析装置を理解でき、正しく操作できる。（知識・技能）

②汎用大型自動分析装置で日常検査を正確にかつ迅速に実施できる。（知識・技能・態度）

③汎用大型自動分析装置の整備・メンテナンス等の保守管理ができる。（知識・技能）

④異常反応・精度不良等を正しく指摘でき是正措置を迅速にとることができる。（知識・

態度）

⑤分析対象となる検査項目の臨床的意義、異常値を示す機序を説明することができる。
（知識・態度）

⑥基礎的検討項目（装置定数・直線性・再現性・感度等）の原則を正しく理解できる。
（知識）

⑦自動分画装置を正しく操作でき、検査結果を理解し説明することができる。（知識・技
能・態度）

⑧自動分画装置で得られた異常結果から必要に応じて確認試験・追加検査を実施し、結果を正しく解釈でき、説明できる。（知識・技能･態度）

⑨アイソザイム検査では、アノマリー出現時を正しく指摘でき、対処法を説明することができる。（知識・技能・態度）

⑩新しい検査項目、検査方法に積極的に取り組み、臨床支援としての実践評価を推測し説明できる。（知識・技能・態度）

ＬＳ（学習方略）
・担当時１年以内に各分野でマニュアルを１回は作成する。

・院内のカンファレンス、ＣＰＣ等（月1回）に年6回以上積極的に参加する。

・技師会、及び関連学会の主催する学会、研修会に年１回は積極的に参加しレポート報

告する。

・企業主催のテクニカルトレーニング（年2回）に積極的に参加する。

・他部署連携による勉強会、講習会に積極的に参加しレポート報告する。

・医師会、技師会、企業等が主催するサーベイ、外部精度管理（年3回）に積極的に参
加する。

・関連学会主催の認定試験等（年1回）を担当３年以内に積極的に受験し評価をうける。
・臨床検査技師会主催の卒後教育評価（例年）に積極的に参加し、評価をうける。

ＥＶ（評価）
・外部精度管理サーベイの結果は積極的に公表し、外部、第三者機関の評価を受ける。

・ＩＳＯ15189等に関する認証検査室評価を積極的に受ける。

・具体的行動目標について、自己・指導者　相互評価をおこなう。

免疫・血清検査　教育カリキュラム
ＧＩＯ（一般目標）
· 免疫・血清検査分野の基本的測定法・基礎原理・測定結果の臨床的意義等を理解し、臨床サイドに付加価値データを提供できる知識・技能を修得する。
ＳＢＯ（行動目標）
1． 測定前検体処理
1 感染の危険性を考慮することができる(知識)

2 検体試験管内の凝固状態を確認できる(知識)

3 検体が血清と血餅に分離されているか確認できる(知識)

4 検体中の混入物を取り除くことができる (知識)

5 検体の量が測定に足りるかを確認できる(知識)

2． 測定機器操作

1 試薬の状態を把握できる(知識)

2 機器を操作することができる(技能)

3 コントロール結果を管理範囲内にあるか確認できる(知識)

4 コントロールの結果から機器の状態を把握できる(知識)

5 検査項目ごとの測定時間を把握している(知識)

6 至急検体に対応できる(知識・技能)

7 測定範囲を超えた検体を適切に希釈し、測定できる(知識・技能)

8 機器の保守管理ができる(知識・技能)

3． 用手法

イムノクロマト法・マンモテック

1 反応温度を確認することができる(知識)

2 マニュアルに沿った操作ができる(技能)

3 正常な反応が行われたか判断できる(知識)

迅速ウレアーゼ　

①　基質液を溶解し調製することができる(技能)

②　基質反応液が変質していないか確認できる(知識)

③　基質液が組織片に対して適切量か判断できる(知識)

④　色調の変化を目視にて判定することができる(知識)

　　

呼気テスト

①　検査の主旨を患者様に説明できる(知識・技能・態度)

②　呼気を採取時、患者様に充分息止めさせることができる(知識・技能・態度)

③　検査薬を噛まずに患者様に飲ますことができる(知識・技能・態度)

④　分析装置にセットし測定することができる(技能)

4． 結果判断

感染症

①抗原抗体の出現時期から感染状態を推測できる(知識)

②非特異反応があることを認識する(知識)

腫瘍マーカー

①すべての腫瘍マーカーは臓器特異的でないことを認識する(知識)

②他の検査結果と合わせ、患者状態を推測できる(知識)

③非特異反応があることを認識する(知識)

呼気テスト　食事の影響を考慮し結果を判断できる(知識)

　　迅速ウレアーゼ　偽陽性反応があることを理解する(知識)

ＬＳ（学習方略）
　　一週間で修得：検体処理

　　三ヶ月で修得：機器操作・機器管理・結果判断

　　継続的　　　：卒後教育の充実

　　　　　　　　　院内講習会・ＣＰＣへの参加

　　　　　　　　　技師会や企業主催による各種研修会・講習会への参加

　　　　　　　　　サーベイへの参加

ＥＶ（評価）
・具体的行動目標について、自己・指導者　相互評価をおこなう。
生理検査　教育カリキュラム　

ＧＩＯ（一般目標）
・生理検査に必要な基本的な知識･正確な機器操作技術･適切な患者接遇を習得する。
ＳＢＯ（行動目標）
Ⅰ．心電図検査

①心臓を中心に循環器全般の解剖と生理動態を理解できる(知識)

　　②心電図の正しい誘導法を理解し測定操作ができる(知識・技能・態度)

③正常心電図波形を理解し、アーチファクトと思われる波形を除去できる(知識・技能)

④患者様誤認がなく患者様の立場に立った接遇が適切にできる(態度)

⑤検査の意義を踏まえて患者様説明・病歴の聴取ができる(知識・技能・態度)

⑥心臓負荷心電図を理解できる(右房負荷・左房負荷・右室肥大・左室肥大)(知識)

⑦リズム異常心電図を理解できる(洞性徐脈・洞性頻脈・異所性調律・洞不全症候群・洞停止・呼吸性不整脈)(知識)

⑧興奮伝導障害心電図を理解できる(洞房ブロック・房室ブロック・右脚ブロック・左脚ブロック・左脚分枝ブロック)(知識)

⑨異所性刺激発生異常心電図を理解できる(上室性期外収縮・心室性期外収縮・心房細動・心房粗動・上室性頻拍・心室頻拍)(知識)

⑩早期興奮症候群心電図を理解できる（ＷＰＷ症候群・ＬＧＬ症候群）(知識)

⑪虚血性心電図を理解できる(心筋梗塞・狭心症)(知識)

⑫人工ペースメーカー心電図を理解できる(知識)

⑬電解質異常心電図を理解できる(知識)

⑭致死性不整脈(心停止・極端な徐脈・心室細動)を理解できる（知識）

⑮運動負荷検査の意義を把握し、実施できる(知識・技能・態度)

⑯運動負荷心電図禁忌を理解し、臨床側へ連絡できる(知識・技能)

⑰異常心電図に遭遇した場合、必要に応じて臨床へ連絡できる(知識・技能)

⑱致死性心電図に遭遇した場合、スタットコールで医師に連絡できる(知識・技能)

⑲致死性心電図に遭遇した場合、医師到着まで救急措置(気道確保・人工呼吸・心マッサ

―ジ)ができる(知識・技能)

⑳ホルター心電図検査の意義を理解し、実施できる(知識・技能・態度)

ホルター心電図解析機で波形処理ができる(知識・技能)

２．呼吸機能検査

①肺を中心に呼吸機能の解剖と生理動態を理解できる(知識)

②換気機能検査の意義を理解し、測定操作ができる(知識・技能・態度)

③患者様誤認がなく患者様の立場に立った接遇が適切にできる(態度) 
④検査の意義を踏まえて患者様説明・病歴の聴取ができる(知識・技能・態度)
⑤肺気量分画・基本気量を理解し、組み合わせによる４つの肺気量の意義を理解できる(肺活量・機能的残気量・最大吸気量・全肺気量)　(知識)

⑥努力性肺活量・フローボリューム曲線・最大換気の意義を理解できる(知識)

⑦Ｈｅを支持ガスとした閉鎖回路法による機能的残気量測定操作ができる(知識・技能・態度)

⑧ＣＯ・Ｈｅ・Ｏ2・Ｎ2　4種混合ガスを用いた肺拡散能力測定ができる(知識・技能・態度)

⑨患者様間の感染対策の意義を理解し実施できる(知識・技能・態度)

　　　⑩換気機能障害の型分類が理解できる(正常・拘束性・閉塞性・混合性)　 (知識)
　　　⑪呼吸機能測定機器の容量精度管理を定期的に実施できる(知識・技能)
３．聴力検査

①耳を中心に聴覚器の解剖と生理動態を理解できる(知識)

②標準純音聴力検査の意義を理解し、測定操作ができる(知識・技能・態度)

③陰影聴取の意義を理解し、必要時にマスキングをかけて測定ができる(知識・技術・態
度)
④患者様誤認がなく患者様の立場に立った接遇が適切にできる(態度)

⑤検査の意義を踏まえて患者様説明・病歴の聴取ができる(知識・技能・態度) 

⑥気導検査・骨導検査から難聴の分類が推察できる(正常・伝音難聴・感音難聴・混合難
聴)　(知識)

ＬＳ（学習方略）
・検査別に具体的なマニュアルを作成する。
・技師会・関連学会の講習会に参加し、レポート報告をする。
・院内の関連した勉強会に参加する。
・外部精度管理に参加して評価を受ける。
・関連学会の認定試験等を受験し評価を受ける。
・学会報告等で対外的な評価を受ける。
・ＳＢＯ達成期間を設定する(段階的に設定)

・心電図検査　　致死性心電図判読・対応　　　　　１週間

　　　　　上記以外の判読・技術習得　　　　１年以内

呼吸機能検査　　知識・技術の習得　　　　　　　１年以内

聴力検査　　　　知識・技術の習得　　　　　　　3ヶ月以内　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＥＶ（評価）
・患者様接遇に関しては、自己評価以外に投書箱等の対外的評価を改善基準として取り入れる。
・各検査の技術・知識の総括評価は外部および内部の他己評価を受ける。
・基礎レベルから学会報告等の発展レベルへの移行時期は自分自身の目標設定のため自己評価を重視する。
・具体的行動目標について、自己・指導者　相互評価をおこなう。

超音波検査部カリキュラム
１．GIO(general instructional objective)

・癌専門病院において超音波検査を行うにあたり，病変の検出のみならず，病期の判定，手

　術適応の有無，治療効果の判定などに有用な情報を提供すべく，総合的な技術や知識を習

　得する．また，接遇面においては，患者心理に配慮した接し方を学ぶ．
２．SBOs(specific behavioral objectives)

基礎
・超音波の基本的特性を説明できる．（知）
消化器領域
・肝臓の基本的走査を行うことができる．（技）
・肝臓の超音波検査での適切な体位を説明できる．（知）
・肝臓の８亜区域を説明できる．（知）
・脂肪肝の病態および超音波像を説明できる．（知）
・肝硬変の病態および超音波像を説明できる．（知）
・肝嚢胞の病態および超音波像を説明できる．（知）
・肝実質内石灰化の超音波像および臨床的意義について説明できる．（知）
・肝海綿状血管腫の病態および超音波像について説明できる．（知）
・肝細胞癌の病態および超音波像について説明できる．（知）
・胆管細胞癌の病態および超音波像について説明できる．（知）
・転移性肝腫瘍の病態および超音波像について説明できる．（知）
・胆嚢の基本走査を行うことができる．（技）
・胆嚢の超音波検査での適切な体位を説明できる．（知）
・肝外胆管の長軸像を描出できる．（技）
・胆嚢の解剖学的位置，形状，各部位の解剖，機能などを説明できる．（知）
・胆嚢結石を説明でき，その超音波像を構成する各所見について説明できる．（知）
・急性・慢性胆嚢炎の病態および超音波像を説明できる．（知）
・胆嚢コレステロールポリープの超音波像および鑑別疾患を説明できる．（知）
・胆嚢腺筋腫症の超音波上での分類と特徴を説明できる．（知）
・胆嚢癌の超音波像と分類を説明できる．（知）
・胆管拡張の有無を判断でき，ショットガンサイン，パラレルチャンネルサインについて

　　説明できる．（知）
・閉塞性黄疸における胆管拡張を描出でき，閉塞性黄疸の診断と鑑別疾患を説明できる．（知・技）
・膵臓の頭部，鈎部，体部，尾部および主膵管，膵内胆管を描出し，同定できる．（技）
・膵臓の描出に必要な基本的走査法および適切な体位を説明できる．（知）
・膵臓周囲の脈管（門脈，脾動･静脈，上腸管膜動･静脈など）の超音波解剖を説明できる．（知）
・膵嚢胞の超音波像を説明できる．（知）
・嚢胞性膵腫瘤の鑑別診断を説明できる．（知）
・膵腫瘍の分類と超音波像について説明できる．（知）
・左肋間走査により脾の最大断面を描出できる．（技）
・脾門部の動・静脈および膵尾部を描出し，同定できる．（技）
・脾の大きさの計測を行いスプリーンインデックス（spleen index）を求め，脾腫の有無に

　ついて判定できる．（技）
・脾臓の解剖学的位置，形状，大きさおよび生理的役割について説明できる．（知）
・脾門部および脾動・静脈について説明できる．（知）
・脾腫をきたす疾患を概説できる．（知）
・脾内石灰化巣の超音波像について説明できる．（知）
・脾嚢胞の超音波像について説明できる．（知）
・上部消化管および下部消化管の解剖の概略を説明できる．（知）
・壁側腹膜と臓側腹膜の違い，腹腔内臓器と腹膜との関係について説明できる．（知）
・腹腔及び後腹膜腔について説明できる．（知）
・女性にみられる生理的腹水の超音波像について説明できる．（知）
・少量の腹水の分布および超音波像について説明できる．（知）
・腹腔内リンパ節腫大をきたす疾患を説明できる．（知）
・リンパ節転移における超音波像の特徴を説明できる．（知）
・腹水の有無を判定できる．（知）
・後腹膜腔の解剖および後腹膜臓器について説明できる．（知）
・腹部大動脈の解剖，走行およびその主要分岐（腹腔動脈幹，上腸間膜動脈，腎動脈，総腸

　骨動脈など）について説明でき，描出できる．（知・技）
・動脈硬化症の超音波像について説明できる．（知）
・大動脈瘤の定義，分類（真性・仮性），好発部位などについて説明できる．（知）
・大動脈瘤の計測ができ，血栓の有無について判断できる．（技）
・後腹膜リンパ節腫大の超音波像について説明でき，描出できる．（知・技）
腎・泌尿器領域
・後腹膜と副腎の超音波検査の適切な体位を説明でき，検査を系統的に行える．（知・技）
・腎・尿管の走査法の種類と適切な体位を説明でき，検査を系統的に行える．（知・技）
・腎臓の位置，形状，大きさ，周囲臓器との関係や腎の超音波解剖学を説明できる．（知）
・腎嚢胞の超音波所見を説明できる．（技）
・嚢胞腎の特徴的超音波所見を説明できる．（知）
・水腎症の超音波診断を行うことができるとともに，狭窄部位の推定ができる．（知・技）
・腎結石，尿管結石，膀胱結石の超音波検像を説明できる．（技）
・腎細胞癌の超音波像について説明できる．（知）
・腎血管筋脂肪腫の超音波像について説明できる．（知）
乳房
・正常乳房の解剖を説明できる．（知）
・正常乳房の超音波断層像の構成を説明できる．（知）
・乳房超音波検査の適切な体位を説明できる．（知）
・乳房超音波検査の基本的走査ができる．（技）
・乳房超音波検査の診断基準を説明できる．（知）
・嚢胞の超音波像を説明できる．（知）
・線維腺腫の超音波像を説明できる．（知）
・葉状腫瘍の超音波像を説明できる．（知）
・乳管内乳頭腫・嚢胞内乳頭腫の超音波像を説明できる．（知）
・脂肪腫の超音波像を説明できる．（知）
・過誤腫の超音波像を説明できる．（知）
・乳瘤の超音波像を説明できる．（知）
・乳腺炎・膿瘍の超音波像を説明できる．（知）
・女性化乳房症の超音波像を説明できる．（知）
・乳頭腺管癌の超音波像を説明できる．（知）
・充実腺管癌の超音波像を説明できる．（知）
・硬癌の超音波像を説明できる．（知）
・粘液癌の超音波像を説明できる．（知）
・浸潤性小葉癌の超音波像を説明できる．（知）
・非浸潤性乳管癌の超音波像を説明できる．（知）
・炎症性乳癌の超音波像を説明できる．（知）
・所属リンパ節の超音波検査ができる．（技）
甲状腺
・甲状腺の発生，解剖，生理を説明できる．（知）
・甲状腺の基本的な走査を行える．（技）
・甲状腺超音波検査の適切な体位を述べることができる．（知）
・甲状腺結節性病変の超音波診断基準を説明できる．（知）
・主たる悪性病変と良性病変の超音波像を説明できる．（知）
・主たるびまん性甲状腺疾患の超音波像を説明できる．（知）
循環器
・心臓と大血管の解剖を，胸郭との位置関係を含めて説明できる．（知）
・左右の心室と心房の形態的特徴を説明できる（知）．
・左右の房室弁と半月弁の形態的特徴を説明できる．（知）
・心周期における各心腔の動きや内圧と各弁の開閉との相互関係を説明できる．（知）
・患者の体位，音響窓，探触子の選択など，基本手技を説明できる．（知）
・長軸・短軸像を描出し，描出された構造物を説明できる．（技・知）
・Mモード心エコー法，断層心エコー法，パルスドプラ法，連続波ドプラ法，カラードプラ法

　の原理および利点と欠点について説明できる．（知）
・心室，心房，大動脈の拡大を指摘できる．（技）
・左室収縮異常，左室肥大，心膜液貯留の有無を断層心エコー法で同定できる．（技）
・弁狭窄と弁逆流を断層心エコー法とカラードプラ法で指摘できる．（技）
・頚動脈を含めた末梢動脈，静脈の解剖について説明できる．（知）
・動脈硬化の超音波像を説明できる．（知）


・頚動脈・深部静脈血栓症のスクリーニングを行える．（技）
３．LS(leaning strategies)

・施行した検査を評価しなお，その後の業務にフィードバックする．
・学会，講習会，カンファレンスに積極的に参加する．
・必要に応じて施設見学を行う．
４．EV(evaluation)

・(社)日本超音波医学会の超音波検査士認定試験を受験する．
・患者接遇に対しては自己評価以外に，投書などの対外的評価を改善基準として取り入れる．
　


臨床検査第Ⅰ部・超音波検査部


教育カリキュラム(第１版)
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